
平成™š年�月Ÿ日 水曜日 (号外第˜™˜号)官 報
hllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllli

jmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmk

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

３

審
決
取
消
訴
訟
提
起
後
の
訂
正
審
判
の
請
求
の
禁
止

無
効
審
判
手
続
に
お
い
て
、
審
決
の
予
告
を
行
い
、

そ
れ
に
応
じ
た
訂
正
請
求
が
で
き
る
手
続
を
導
入
し
た

上
で
、
そ
の
無
効
審
判
に
係
る
審
決
取
消
訴
訟
提
起
後

の
訂
正
審
判
の
請
求
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

再
審
の
訴
え
等
に
お
け
る
主
張
の
制
限

特
許
権
の
侵
害
訴
訟
の
終
局
判
決
が
確
定
し
た
後
に

特
許
の
無
効
審
決
が
確
定
し
た
と
き
等
は
、
訴
訟
の
当

事
者
で
あ
っ
た
者
は
、
そ
の
判
決
に
対
す
る
再
審
の
訴

え
等
に
お
い
て
、
当
該
無
効
審
決
等
が
確
定
し
た
こ
と

を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。

５

審
決
の
確
定
の
範
囲
等
に
係
る
規
定
の
整
備

二
以
上
の
請
求
項
に
係
る
特
許
の
無
効
審
判
及
び
訂

正
審
判
に
つ
い
て
、
そ
の
審
決
の
確
定
の
範
囲
等
に
係

る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

６

無
効
審
判
の
確
定
審
決
の
第
三
者
効
の
廃
止

無
効
審
判
の
審
決
の
確
定
後
に
、
当
事
者
及
び
参
加

人
以
外
の
者
が
、
同
一
の
事
実
及
び
同
一
の
証
拠
に
基

づ
い
て
審
判
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。

７

料
金
の
見
直
し

^

特
許
料
の
減
免
等
に
つ
い
て
、
そ
の
要
件
を
緩
和

し
、
併
せ
て
そ
の
期
間
を
第
一
年
か
ら
第
一
〇
年
ま

で
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

_

第
一
一
年
か
ら
第
二
〇
年
ま
で
の
意
匠
登
録
料
を

引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

`

国
際
出
願
手
数
料
の
う
ち
、
調
査
手
数
料
等
に
つ

い
て
、
法
律
で
上
限
額
を
設
け
、
具
体
的
な
額
を
政

令
で
定
め
る
手
数
料
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

８

発
明
の
新
規
性
喪
失
の
例
外
規
定
の
見
直
し

特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
行
為
に
起
因
し

て
公
と
な
っ
た
発
明
に
つ
い
て
は
、
内
外
国
特
許
公
報

等
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
公
と
な
っ
た
も
の
を
除

き
、
新
規
性
喪
失
の
例
外
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

９

出
願
人
・
特
許
権
者
の
救
済
手
続
の
見
直
し

^

外
国
語
書
面
出
願
及
び
外
国
語
特
許
出
願
の
翻
訳

文
の
提
出
に
つ
い
て
、
提
出
期
間
の
徒
過
に
正
当
な

理
由
が
あ
る
と
き
は
、
一
定
の
期
間
は
翻
訳
文
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

_

特
許
料
等
の
追
納
に
つ
い
て
、
追
納
期
間
の
徒
過

に
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
一
定
の
期
間
は
特

許
料
等
の
追
納
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。

10

商
標
権
消
滅
後
一
年
間
の
登
録
排
除
規
定
の
廃
止

商
標
権
が
消
滅
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な

い
他
人
の
商
標
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
商
標
の
登
録
を

認
め
な
い
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
廃
止
す
る

こ
と
と
し
た
。

11

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
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G
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◇
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
係
る
一
般
旅
券
の
発
給
の

特
例
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
六
四
号
）（
外
務
省
）

１

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
多
数
の
被
災
者
が
一

般
旅
券
を
紛
失
し
、
又
は
焼
失
し
た
こ
と
に
対
処
す
る

た
め
、
一
般
旅
券
の
発
給
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

２

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
の
被
災
者

が
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
お
い
て
現
に
有
効
な

一
般
旅
券
を
当
該
災
害
に
よ
り
紛
失
等
し
た
場
合
に
お

い
て
、
外
務
大
臣
が
、
月
を
単
位
と
す
る
五
年
以
内
の

期
間
で
あ
っ
て
そ
の
満
了
の
日
が
当
該
紛
失
等
し
た
旅

券
の
有
効
期
間
満
了
の
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の
を
有

効
期
間
と
す
る
震
災
特
例
旅
券
を
手
数
料
な
し
で
発
行

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
及
び
第
四
条
関

係
）

３

五
年
を
有
効
期
間
と
す
る
震
災
特
例
旅
券
の
有
効
期

間
満
了
の
日
が
当
該
旅
券
の
発
給
を
受
け
た
被
災
者
が

紛
失
等
し
た
旅
券
の
有
効
期
間
満
了
の
日
よ
り
一
月
以

上
前
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
又
は
領
事
官

が
、
月
を
単
位
と
す
る
期
間
で
あ
っ
て
そ
の
満
了
の
日

が
当
該
紛
失
等
し
た
旅
券
の
有
効
期
間
満
了
の
日
以
前

の
日
で
あ
る
も
の
を
有
効
期
間
と
す
る
震
災
特
例
旅
券

を
手
数
料
な
し
で
発
行
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条

第
二
項
及
び
第
四
条
関
係
）

４

震
災
特
例
旅
券
の
交
付
に
係
る
事
務
を
地
方
自
治
法

第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託

事
務
と
す
る
と
と
も
に
、
震
災
特
例
旅
券
の
発
行
に
係

る
事
務
の
一
部
を
政
令
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
四
項
及
び
第

三
条
関
係
）

５

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第

一
条
第
一
項
の
特
例
選
挙
期
日
を
定
め
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
六
三
号
）（
総
務
省
）

１

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

第
一
条
第
一
項
の
特
例
選
挙
期
日
と
し
て
、
岩
手
県
二

戸
市
等
の
区
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
市
町
村
の
議
会
の

議
員
又
は
長
の
選
挙
に
係
る
も
の
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
一
六
四
号
）（
金
融
庁
）

１

資
本
市
場
及
び
金
融
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
金
融

商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施

行
に
伴
い
、所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
第
四
五
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
資
本
市
場
及
び
金
融
業
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
三
年
六
月
一
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
係
る
一
般
旅
券
の
発
給
の

特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
政
令
第
一
六
五
号
）（
外

務
省
）

１

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
係
る
一
般
旅
券
の
発
給

の
特
例
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
三
年
法
律
第
六
四
号
）

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

被
災
者
を
、
そ
の
居
住
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
二

三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
、
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上

浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
損
害
を
受
け
た
旨
の
証

明
を
市
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
か
ら
受
け
た
者
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
外
務
大
臣
が
行
う
震

災
特
例
旅
券
の
発
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
震
災
特
例

旅
券
の
作
成
の
事
務
を
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
二
年

法
律
第
六
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る

第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条

関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
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